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令
和
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
、
第
十
二
施
設
群
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
各
種
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
訓
練
を
積
み
重
ね
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
練

度
を
維
持
・
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
約
三
年

ぶ
り
と
な
る
岩
見
沢
駐
屯
地
記
念
日
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
小
職
以
下
隊
員
一
同
は
引
き
続
き
、
こ
の
岩
見

沢
の
地
に
お
い
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
し
な
や
か
で
強

靭
な
部
隊
を
目
指
し
て
誠
実
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何

卒
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
か
つ
て
想

定
し
て
い
た
よ
り
も
早
い
速
度
で
厳
し
さ
と
不
確
実
性
を
増
し

て
い
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
と
呼
ば
れ
る
軍
事
と
非
軍
事
と

の
境
界
が
曖
昧
な
戦
い
の
出
現
や
、
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁

波
と
い
っ
た
新
た
な
領
域
で
の
行
動
が
戦
の
成
否
を
左
右
す
る

時
代
と
な
り
、
我
々
は
そ
の
変
化
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
や
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
は
、
昨
今
頻
発
し
て
い
る
想
定
外
と
呼
ば
れ
る
自
然

災
害
へ
の
備
え
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
 

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
本
年
も
愚
直
に
訓
練
を
積
上
げ
、

事
態
に
即
動
し
、
任
務
必
成
で
き
る
よ
う
、
施
設
技
術
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
私
自
身
が
そ
の
中

核
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

 

我
々
の
日
々
の
錬
磨
に
際
し
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
大
変
な

ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆

様
や
、
地
域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
応
援
と
ご
理
解
は
、

我
々
の
活
動
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
本
年
が
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た
良
い
年
と
な
り
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第
12
施
設
群
長
兼
ね
て 
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見
沢
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屯
地
司
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１
等
陸
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荒
関 

大
輔 

隊
友
会
岩
見
沢
支
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支
部
長 

藤
原 

恒
雄 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
駐
屯
地
隊
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
様
共
々
明

る
い
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
る
中
、
正
月

早
々
か
ら
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
が
過
去
に
例

を
見
な
い
頻
度
で
行
わ
れ
、
二
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
進
攻
が
始
ま
る
な
ど
不
安
が
募
る
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
年
末
に
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
に
感
動
と
勇
気

を
も
ら
い
、
少
し
だ
け
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
は
卯
年
、
「
卯
」
は
も
と
も
と
「
茂
」
と
い
う
字
が
由

来
と
い
わ
れ
「
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ

う
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
紛
争
や
大
き
な
災
害
の
な
い

穏
や
か
な
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
安
心
し
た
年
で
あ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
上
の
脅
威
は

増
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
駐
屯
地
隊
員
の
皆
さ
ん
は
如
何
な

る
事
態
に
も
即
応
す
べ
く
、
駐
屯
地
司
令
以
下
厳
し
い
訓
練
に

明
け
暮
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
支
部
は
隊
員
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
任
務
に
邁
進
で
き
る
よ
う
家
族
支
援
事
業
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
の
諸
活
動
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
三
年
間
会
員
の
皆
さ
ん
や
隊
員
の
皆
さ
ん
と
の
懇

親
を
深
め
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
こ
そ
は
各

種
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
本
年
が
健
や
か
で
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 



 
 岩見沢駐屯地（司令・荒関１佐）は令和４年９月２３日（金）、岩見沢駐屯地創立６９周年及び第１２施設群
創隊４７周年記念行事を挙行しました。 
 例年は多くの地域の皆様に来場していただいていましたが、今回の記念行事は新型コロナウイルスの感染拡大
を考慮し、招待者及び隊員家族のみの参加とし、３年ぶりの開催となりました。 
 式典に先立ち、長年にわたり駐屯地に対してご支援・ご協力をいただいている方々並びに協力団体に対して、
駐屯地司令より感謝状を贈呈させていただきました。 
 午前中に観閲式、観閲行進、余興、訓練展示、第１１音楽隊による音楽演奏、駐屯地美術展等を実施し、午後
から家族の日として、隊員家族に対し、子供広場や装備品展示、また、第１０即応機動連隊の支援をいただいて、
戦車及びＷＡＰＣの体験試乗等、多数のアトラクションを行い楽しんでいただきました。 
 この日は生憎の大雨となりましたが、来客からは「雨に負けない頼もしい隊員達の姿に感動した。」等のお言
葉をいただき、記念行事を通じて地域住民からの信頼感が深まりました。 

岩 見 沢 駐 屯 地 創 立 ６ ９ 周 年 
第 １ ２ 施 設 群 創 隊 ４ ７ 周 年 記 念 

駐屯地司令感謝状贈呈者 
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株
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社
ト
ッ
キ
ュ
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音楽演奏 

戦車試乗 

観閲行進 
巡 閲 観閲官式辞 

射 的 装備品展示 

  

第
12
施
設
群
（
群
長
・
荒
関
１
佐
）
は
、
令
和

４
年
11
月
７
日
（
月
）
か
ら
11
月
15
日
（
火
）
ま

で
の
間
、
「
令
和
４
年
度
演
習
場
秋
季
定
期
整

備
」
を
矢
臼
別
演
習
場
、
北
海
道
大
演
習
場
（
島

松
地
区
）
及
び
然
別
演
習
場
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

整
備
隊
長
で
あ
る
群
長
は
開
始
に
あ
た
り
、

「
一
丸
と
な
っ
て
整
備
任
務
を
遂
行
せ
よ
」
「
施

設
科
の
プ
ロ
と
し
て
、
施
設
技
術
を
積
極
的
に
発

揮
せ
よ
」
「
安
全
管
理
及
び
健
康
管
理
」
の
３
点

を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

矢
臼
別
演
習
場
で
は
第
３
９
８
施
設
中
隊
が
白

鳥
台
の
火
砲
進
入
路
整
備
を
担
任
し
、
荒
廃
箇
所

や
水
溜
り
に
よ
り
泥
濘
化
し
た
箇
所
を
整
備
し
ま

し
た
。
ま
た
、
装
軌
車
道
（
48
㎞
）
の
路
面
整
形

側
溝
整
備
、
装
輪
車
道
（
１
５
９
．
１
㎞
）
の
路

面
整
形
、
側
溝
整
備
、
溜
め
ま
す
の
浚
渫
等
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
際
、
方
面
直
轄
部
隊
に
対
す
る
積
極
的
な

施
設
支
援
・
技
術
助
言
等
を
実
施
し
、
方
面
隊
全

体
の
施
設
技
術
の
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。 

北
海
道
大
演
習
場
で
は
、
第
２
戦
車
道
（
装
軌
車

道
）
路
盤
強
化
整
備
を
春
季
に
引
き
続
き
第
３
９

９
施
設
中
隊
が
担
任
し
、
降
雨
に
よ
る
泥
濘
化
を

解
消
す
べ
く
、
「
Ｄ
・
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
と
い
う
新
素
材

を
活
用
し
て
路
盤
強
化
及
び
排
水
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
整
備
作
業
は
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
行

を
取
り
入
れ
部
隊
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
寄
与
し
、

さ
ら
に
、
第
４
０
０
施
設
中
隊
が
機
械
力
を
も
っ

て
第
５
旅
団
を
支
援
し
、
然
別
演
習
場
整
備
に
寄

与
し
ま
し
た
。 

 

群
は
５
年
ぶ
り
の
矢
臼
別
演
習
場
整
備
を
担
任

す
る
と
と
も
に
、
北
海
道
大
演
習
場
及
び
然
別
演

習
場
整
備
を
実
施
し
、
整
備
隊
長
の
要
望
事
項
の

も
と
、
安
全
管
理
・
基
本
基
礎
を
徹
底
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
し

方
面
隊
の
「
道
場
化
推
進
」
に
寄
与
す
べ
く
、
特

有
の
施
設
技
術
能
力
を
積
極
的
に
発
揮
し
本
整
備

を
完
了
し
ま
し
た
。 

令和４年度演習場秋季定期整備 

機力支援 路面強化整備 装軌車道整備 火砲進入路整備 溜桝浚渫 

訓練展示(制圧） 訓練展示(リぺリング） 



隊 友 会 だ よ り 

第４２回札幌防衛セミナーへ参加 

 隊友会岩見沢支部は令和４年11月5日（土）、札幌市中央区かでるホールにて行われた札幌地方隊友会主催の
第４２回札幌防衛セミナーへ隊友２名をもって参加しました。本セミナーは札幌地方隊友会が市民と自衛隊と
のかけ橋として防衛意識の普及高揚を目的に行っている伝統行事です。 
 今回招かれた講師は、元東部方面総監 磯部晃一 先生、参院議院 高橋はるみ 先生の２名です。 
 磯部先生の講話では、ウクライナ侵攻と台湾有事について今後の軍事見通しと政治的影響性、また中国・米
国のインド太平洋戦略、そこから来る日本の安全保障のあり方について分かりやすい内容で解説されました。
最後に北海道の戦略的重要性についても述べられました。 
 高橋先生の講話では、北海道知事１６年の在任中ロシアと北方領土問題に取り組み、その教訓から返還交渉
に当たってはウクライナ侵攻問題はあっても粘り強く続けること、特にまたロシア政府とは別にロシア市民レ
ベルでの友好関係を維持することは将来必ず返還交渉に好結果をもたらすものと信じていると述べられました。 
 お二人の先生より、北朝鮮・中国・ロシアの動向から日本の安全保障環境が厳しさを増している現況に基づ
いた大変興味深い示唆に富んだお話を拝聴することができました。 
 今一度日本の素晴らしさを思い起こし、厳しさを増していく安全保障環境下、わが国を如何に守っていくか
私たちに覚醒と開眼をもたらしてくれたセミナーでした。 

支部役員会の開催 

 隊友会岩見沢支部は１２月１８日（日）の夕方、令和４年最後の役員会を支部スポンサー「Pubあおき」にて開
催しました。 
 今回の役員会は３密防止のため、参加範囲を事務局及びブロック長に縮小して支部長以下８名の参加で実施し
ました。 
 内容は、当初支部長挨拶と伝達事項のあと４年度の支部状況の総括及び来年度の支部運営の骨子について審議
しました。支部運営計画の概要について各役員の承認を得ることができました。 
 会議終了後に行われた３年振りの懇親会は、約１時間にわたり「あおき店主」一人の手料理と参加者のセルフ
サービスで行い、隊友の近況などを語らいました。最後は北副ブロック長   中川 氏の乾杯をもって来年の活躍
を誓い合い終了しました。 

札幌地方隊友会岩見沢支部 
副支部長 髙栁 敏光 

岩見沢駐屯地の実施する交通安全運動への参加 

 隊友会岩見沢支部は１１月１８日（金）の早朝、岩見沢駐屯地の
実施する冬の交通安全運動に参加し駐屯地部隊と合同で「旗の波作
戦」を実施しました。 
 岩見沢駐屯地正門前を走る道道岩見沢桂沢線沿いにて、駐屯地隊
員とともに隊友７名をもって通過する車に交通安全を呼びかける黄
色の「交通安全旗」の旗振りを行い交通安全意識の高揚を図りまし
た。本行事は岩見沢駐屯地が、北海道庁・北海道警察などが主催す
る冬の交通安全運動に合わせ実施しているものです。 
 約３０分の短い間ではありましたが、年齢６０歳から７４歳まで
の隊友は隊員とともに元気に旗をはためかせました。通行した車両
約１２０台の中には手を振り激励の挨拶も頂きました。岩見沢駐屯
地とともに冬の安全運転・事故防止意識の向上に寄与することがで
きました。 



昇 

任 

定

年

退
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永
年
の
勤
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お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

着 任 中 隊長 紹介 

第１２施設群 
第３９８施設中隊長 
１尉 神谷 知明 
（１２月１日付） 

陸
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（
以
上
、
１
月
１
日
付
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３
９
８
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月
１
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設
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（12
月
１
日
付
） 

人  事  往  来 

 

【
第
12
施
設
群
】 

２
等
陸
尉
へ 

 
 

長
谷
川 

洋
介 

 

（群 

本 

部
） 

 
 

片
山 

絢
介 

 
 

（本 

管 

中
） 

准
陸
尉
へ 

 
 

松
永 

雅
章 

 
 

（本 

管 

中
） 

 
 

森
口 

 
 

恭 
 
 

（４
０
０
施
中
） 

陸
曹
長
へ 

 
 

増
田 

ひ
ろ
み 

 

（本 

管 

中
） 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

廣
部 

宗
則      

（３
９
９
施
中
） 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

長
嶋 

祐
敬 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

高
橋 

蓉
平 

 
 

（３
９
８
施
中
） 
 
 

岩
﨑 

智
哉 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

志
賀 

龍
太 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

武
田 

浩
輝 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

塚
脇 

帆
加 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

及
川 

隼
矢 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

陸
士
長
へ 

 
 

中
田 

ひ
か
る 

 

（本 

管 

中
） 

 
 

植
松 

敏
樹 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

眞
壁 

興
祐 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

金
塚 

飛
月 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

迫 
 
 

古
舶 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

三
村 
光
理 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

１
等
陸
士
へ 

 
 

野
田 

陽
菜 

 
 

（本 

管 

中
） 

 
 

下
モ 

知
瑛      
（３
９
８
施
中
） 

 
 

阿
部 

海
翔 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

櫻
井 

 
 

楓 
 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

平
野 

倫
司 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

森
本 

昌
弘 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

秋
山 

蒼
太 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

渡
邊 

真
伍 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

佐
々
木 

琉
星 

 

（３
０
２
坑
中
） 

   

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

岩
城 

諒
匡 

 

業務隊 逢坂事務官 
二男 将広（まさひろ）くん 

Ｒ４．１０．１１生 

４００施中 大橋３曹 
四女 南結（ゆな）ちゃん 

Ｒ４．１０．２３生 

３４５会計 長内３曹 
次男 蒼（あおい）くん 
Ｒ４．１０．２生 

３９８施中 坂東３曹 
妻 さくら さん 
Ｒ４．１２．１２入籍 

 
業務隊 

 ２等陸尉 西野 孝一 
   （１０月１９日付） 

 
 
 
 
 
 
 
・仕事に全力、遊びに全力 
       本管中 佐藤３曹 
・「陸曹として機械乗りとして成長するた
め精進します。」 
       ３９８中 岡田（拓）３曹 
・「漢らしく！」 
       ３９８中 西野３曹 
・彼女を作って、陸曹になります 
       ３９９中 小﨑士長 
・自分のキャパシティー内で家庭と仕事を
両立できるように頑張る 
       ４００中 川邊士長 
・体調を崩さないよう、毎日７時間以上睡
眠をとる 
       ２直支中 神田士長 
・健康第一 
       ２直支中 佐々木士長 
・9月には後輩が入ってくるので、「新隊
員」から成長し、「先輩」となれるように努
める。 
       ２直支中 大𣘺１士 
・精励恪勤 
       業務隊 滝口事務官  
 
 
 
                             
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・臥薪嘗胆 
      ３９９施中 前田３曹 
・「日々精進」 
      ３０２坑中 宇佐美２曹 
 
 
                             
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・年なので、早期受診・早期通院の実施に
努める。 
       業務隊 水野１尉 
 
 
                             
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・成人病検診で良い成績を出す。 
       本管中 佐藤１曹 
・定年まで約１０年、日々全力で頑張りま
す！ 
       本管中 夏井１曹 
・体力、健康維持 
       本管中 森１曹 
・「禁煙」 
       ３９８中 山口２曹 
・健康に留意し、戦技でまだまだ後輩の指
導を厳しく頑張る 
              ４００中 岡本１曹 
 
・初心を忘れず、常に挑戦者の心で！！ 
       ３９９施中 岩下３尉 
・まだまだ全力投球 
        ２直支中 佐々木曹長 
・身体に蓄えた脂肪を断捨離します。 
       業務隊 金曽事務官  
・何事においても「できる」ことを増やし
続ける。 
       業務隊 松島技官  
 
 
 
                             
 
 
 

１ ９ ９ ９ 年 生 ま れ 

１ ９ ６ ３ 年 生 ま れ 

１ ９ ８ ７ 年 生 ま れ 

１ ９ ７ ５ 年 生 ま れ 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広
報紙、部隊の訓練やイベント情報など
を随時更新しています！ 

ぜひ、ご覧ください！ 岩見沢駐屯地 検索 

松 浦  淳 一 

ツイッター インスタグラム ホームページ 

岩見沢駐屯地の活動や

訓練、イベント情報などを

随時更新しています。 

是非ご覧になって下さい。 



 岩見沢駐屯地（司令・荒関１佐）は、令和５年１月１０日（火）「令和５年訓練始め」を駐屯
地内営庭で実施しました。 
 今年の訓練始めは、駐屯地に所在する第１２施設群各中隊５個チーム・第２直接支援中隊１個
チーム・業務隊１個チームの全７個チームによるアキオ曳行リレー競技を行いました。 
 競技内容は、部隊長や中隊長が識別用の旗を持ち乗艇したアキオを、スキー曳行及びかんじき
曳行を交えてリレー方式で営庭に作った八の字のコースを周回するもので、駐屯地司令の号砲で
各チームは一斉にスタートし、インコースを奪い合いながら選手たちは一丸となってゴールを目
指し必死に走りました。 
 応援者も白熱し大いに盛り上がりを見せました。優勝したのは第１２施設群第３９９施設中隊
でした。 
 岩見沢駐屯地は新年から各部隊の団結の強化及び士気の高揚を図り、令和５年の隊務を力強く
スタートすることができました。 
  

茨木 士長 

（３９８施中） 

北條 １士 

（本管中） 

嶋谷 士長 

（３９８施中） 

眞壁 士長 

（３９９施中） 

中田 士長 

（本管中） 
佐藤 士長 

（399施中） 
迫 士長 

（４００施中） 

７コチーム一斉スタート 部隊長・中隊長が旗をもって乗艇 かんじきを履いて激走 

駐屯地司令から記念品 


